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研究成果の概要（和文）：明治期に整備された近代銀行制度の形成過程を文献資料および各種データを利用して
明らかにするべく研究を進め、「日本近代銀行制度の成立史」（東洋経済新報社、2023年）を刊行した。もう少
し具体的にいうと、江戸時代の大坂で普及した両替商金融の実際について述べた後、明治初年に殖産興業政策の
なかで創設された為替会社の意義と限界、さらにはその破綻処理を経て、国立銀行制度が整備されるに至った背
景や整備状況を検討するとともに、明治9年の条例改正により日本に近代銀行制度が根付くようになった事由を
明らかにした。

研究成果の概要（英文）：I conducted research to clarify the formation process of the modern banking 
system established in the Meiji period, and published "A History of Banking in Japan: From the Edo 
Period to the Early Meiji Period" (Toyo Keizai Shimposha, 2023). To be more specific, after 
describing the reality of money changer finance that spread in Osaka in the Edo period, I discuss 
the significance and limitations of the exchange bank established in the early Meiji era as part of 
the policy to promote new industries, as well as how to deal with its bankruptcy. In addition to 
examining the background and development of the national bank system, I clarified the reasons why 
the modern banking system took root in Japan due to the revision of the ordinance in 1877.

研究分野： 金融史

キーワード： 両替商　為替会社　国立銀行条例　国立銀行　明治９年国立銀行条例改正

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの間、長年にわたって両替商、為替会社および国立銀行という区分のなかで個別に実施されてきた研究
を近代銀行制度の整備過程という研究課題のなかで捉え直し、そうした動きを統一的な観点から分析したことが
学術的意義として指摘できる。そうした成果は「日本近代銀行制度の成立史」という研究書の刊行を通じて広く
公開され、研究成果を社会に還元するという役割を果たしたところに社会的な意義が見出される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、国立銀行制度というわが国における近代銀行制度の形成過程について、伝統的

な史料の解釈にとどまらず、金融制度論、銀行経営論という従来にない視点のほか、海外投
資家による評価といったグローバルな視点も加味して分析し、国立銀行制度史研究におけ
る新たな地平を拓くことを目指すものである。そして、そうした分析の結果、国立銀行制度
の創設当初、政府の期待に反して国立銀行の設立が４行にとどまった背景が明らかにされ
たり、ガリバーであった第一銀行とその他の銀行との間では経営状況や克服すべき課題が
異なっていたことが確認されたり、明治９年の国立銀行条例改正に伴って盛り込まれた金
禄公債による資本金払い込み容認や国立銀行券の発行限度額の引き上げが国立銀行の設立
ラッシュをもたらすとともに、事実上の資本蓄積を促し、その後における重化学工業化の発
展の礎を形成したりしたことが示されることが期待される。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、銀行制度の機能を分析視角の中心に据えて、明治４年に創設された国立銀行制

度という近代日本における銀行制度の形成過程、およびそれが日本経済の発展にどのよう
なかたちで寄与したのかについて総合的に検証しようとするものである。その際、これまで
の研究成果を踏まえ、国立銀行制度の機能や国立銀行の経営状況について、金融制度論、銀
行経営論のほか海外投資家による評価といったグローバルな粗点も加味して多様な観点か
ら分析し、国立銀行制度史研究における新たな地平を拓くことを目指す。もう少し具体的に
いうと、国立銀行制度の創設に際し大蔵省内において交わされた銀行論争（明治４年の銀行
論争）での争点を問い直したり、国立銀行の創設が当初４行にとどまった背景を分析したり
する。次いで、明治９年の条例改正前における国立銀行の経営実態を明らかにするとともに、
それが条例改正に及ぼした影響や、条例改正が国立銀行の設立ラッシュを促すことになっ
た背景等について、史料の解読にとどまらず、金融論や銀行経営論の議論を援用して分析し
たりすることを狙いとする。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、先に掲げたように、①明治４年の銀行論争の実相、②国立銀行の創設が当初

４行にとどまった背景、③明治９年の国立銀行条例改正までの時期における国立銀行の経
営の実際、および④条例改正が国立銀行経営に及ぼした影響、について３年かけて分析する
ことにしていた。その際、海外投資家による評価といったグローバルな視点も加味するべく、
英国・ロンドンの国立公文書館への訪問を２回にわたって行うことを企図していたが、コロ
ナ禍で１回にとどめざるを得なかった。また、そうした研究課題を達成するべく、主たる文
献である『明治財政史』、『大蔵省銀行課報告』などの国立銀行制度にかかわる箇所を読み直
し、先行研究において見逃された史料や論点を見出すとともに、そうした文献に収録された
国立銀行の財務諸表を分析して、明治９年の国立銀行条例改正前後における国立銀行の経
営実態を明らかにすることにしたい。 
 
 
４．研究成果 
以上のような目的を達成するべく、先に記した研究方法に基づき研究を進めた結果、４年

間で９本の論文（うち査読付は３本）を刊行した。そして、これらのうち銀行制度に直接関
連する論文に加えて、これまで行ってきた江戸時代の両替商金融、為替会社の経営状況と破
綻処理に関する研究と合わせて、「日本近代銀行制度の成立史」（東洋経済新報社、2023 年）
という専門書を刊行した。もう少し具体的にいうと、江戸時代の大坂で普及した両替商金融
の実際と機能について述べた後、明治初年に殖産興業政策のなかで創設された為替会社の
意義と限界、さらにはその破綻処理を経て、国立銀行制度が整備されるに至った背景や整備
状況を検討するとともに、明治４年の大蔵省内での銀行のあり方にかかわる論争を経て国
立銀行条例が制定されるに至った事情を明らかにするとともに、明治９年の条例改正によ



り日本に近代銀行制度が根付くようになった事由を明らかにした。このように本研究の場
合、これまでの間、長年にわたって両替商、為替会社および国立銀行という区分のなかで個
別に実施されてきた研究を近代銀行制度の整備過程という研究課題のなかで捉え直すとと
もに、そうした動きを一つの流れとして統一的な観点から分析したことが学術的意義とし
て指摘できる。加えて、研究成果は「日本近代銀行制度の成立史」という研究書の刊行を通
じて広く公開され、研究成果を社会に還元するという役割を果たしたところに社会的な意
義が見出される。 
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